
政策Ⅰ－５　経営の安定強化の支援

商工業の経営安定化の支援

現状値

　県内企業の倒産件数　　55 件以下

(平成15年度）

　　　　６１ 件

施    策
（Ⅰ－５－２）

中小企業への経営相談や事業資金の融資を行い、安定的な経営をめざしま
す。

目標値(平成19年度）

○本県の企業に占める従業者４人以下の事業所（農林業、公務を除く）は、平成１３年には

　６３．８％（全国１３位）と小規模な企業が多数を占めています。

○長期不況やデフレの深刻化により製造出荷額や販売額が減少する中で、本県中小企業の多く

　は信用力の弱さから資金調達が厳しい状況にあります。

○県内企業の倒産件数（負債額1,000万円以上）は、平成１５年度に６１件と平成11年度以降

　大きな変動はみられませんが、現在の経済情勢から予断を許さない状況にあります。（図表

　1参照）

○このような状況の中で、中小企業の経営を安定化させるには、信用保証制度を利用した融資

　を運営して資金調達の円滑化を図り、商工会議所、商工会が行う経営指導などの支援体制の

　充実・強化が求められています。

○県内企業で総額１千万円以上の負債を抱え倒産した件数です。目標値は、平成11年度から平成

　15年度までの最も低い件数をめざします。

目　的

成果指標と目標値

現状と課題
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◇中小企業に対する金融支援事業

　〔担当課〕経営支援課

　〔担当課〕経営支援課

　　◆ 企業倒産の理由（平成１５年度）

　　　○景気変動要因（販売不振、需要減少等）　　…… ５６件
　　　○構造的要因　（業界不振、過当競争等）　　…… 　０件
　　　○企業内要因　（放漫経営、経営計画失敗等）…… 　４件
　　　○偶発的要因　（経営者の死・病気、火災等）…… 　１件
　　　　　　　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　 ６１件

資 料：「企業倒産の推移及び理由（負債額１千万円以上）」
　　　　（平成16年4月１日帝国データバンク松江支店調べ）

事　業　名

○県内中小企業の経営の安定・改善と新分野進出などの

   経営革新を進めるために、企業の実態に即したきめの

　細かな経営指導等を行う経営指導員の配置など、商工

　会議所・商工会等の活動を支援します。

　◇商工会・商工会議所活動支援事業

　◇中小企業団体中央会活動支援事業

○中小企業の経営合理化や施設近代化に必要な資金を長

   期・低利で供給し経営安定を支援します。

　◇中小企業に対する間接融資事務費(中小企業制度融資)
　
　◇小規模企業者等の設備導入を支援する金融事務費

◇中小企業者等経営支援事業

◇主な事務事業

概　　　　要

目的を達成するための主な基本事務事業

【実施主体】
　県　市町村　民間　県民　国等
　◎　　－　　  ○     －     －

【実施主体】
　県　市町村　民間　県民　国等
　◎　　－　　  ○     －     －
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図表1　  県内企業倒産の推移


